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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年9月10日(2014.9.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記構造を有する配位子：
【化１】

［式中、Ａは、５員環または６員環の芳香族環またはヘテロ芳香族環であり；
ＲＡは、下記構造：
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【化２】

を有する置換基であり、ＲＡは、前記構造の点線部分で式Iのピリジン環に縮合しており
；
Ｘは、CRR′、C=O、O、S、およびSeからなる群から選択され；
ＲおよびＲ’は、独立に、水素およびアルキルから選択され；
Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、モノ-、ジ-、トリ-、またはテトラ置換基を表すことができ
；かつ、
Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、それぞれ独立に、水素、アルキル、アルコキシ、アミノ、ア
ルケニル、アルキニル、アリールアルキル、アリール、およびヘテロアリールからなる群
から選択される］
であって、４０より大きい原子量を有する金属に配位している配位子を含む、化合物。
【請求項２】
　前記配位子が、下記構造：
【化３】

を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　前記配位子が、下記構造：
【化４】

を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　前記配位子が、下記構造：



(3) JP 2012-522844 A5 2014.10.30

【化５】

を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項５】
　前記配位子が、下記構造：

【化６】

を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　前記配位子が、下記構造：

【化７】

を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項７】
　前記配位子が、下記構造：
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【化８】

を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　前記金属が、Irである、請求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　前記化合物が、式：
(L)n(L′)3-nIr
［式中、ｎは１、２，または３であり；
Ｌは、以下：
【化９】

からなる群から選択され；
Ｌ’は、以下：
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【化１０】

からなる群から選択される
（式中、Ｘは、CRR′、C=O、O、S、およびSeからなる群から選択され；
ＲおよびＲ’は、独立に、水素およびアルキルから選択され；
Ａは、５員環または６員環の芳香族環またはヘテロ芳香族環であり；
Ｒ４およびＲ５は、モノ-、ジ-、トリ-、またはテトラ置換基を表すことができ；かつ、
Ｒ４およびＲ５は、それぞれ独立に、水素、アルキル、アルコキシ、アミノ、アルケニル
、アルキニル、アリールアルキル、アリール、およびヘテロアリールからなる群から選択
される）］
を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５が、それぞれ独立に、水素およびアルキルから選
択される、請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ａがベンゼンである、請求項１に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ａが、フラン、チオフェン、およびピロールから選択される、請求項１に記載の化合物
。
【請求項１３】
　ｎが３である、請求項９に記載の化合物。
【請求項１４】
　ｎが２である、請求項９に記載の化合物。
【請求項１５】
　ｎが１である、請求項９に記載の化合物。
【請求項１６】
　以下からなる群から選択される、請求項９に記載の化合物。
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【化１１Ａ】



(7) JP 2012-522844 A5 2014.10.30

【化１１Ｂ】
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【化１１Ｃ】

【請求項１７】
　以下からなる群から選択される、請求項９に記載の化合物。
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【化１２Ａ】
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【化１２Ｂ】

【請求項１８】
　以下からなる群から選択される、請求項９に記載の化合物。
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【化１３】

【請求項１９】
　以下からなる群から選択される、請求項１に記載の化合物。
【化１４Ａ】
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【化１４Ｂ】
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【化１４Ｃ】
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【化１４Ｄ】
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【化１４Ｅ】
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【化１４Ｆ】
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【化１４Ｇ】
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【化１４Ｈ】
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【化１４Ｉ】
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【化１４Ｊ】
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【化１４Ｋ】
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【化１４Ｌ】
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【化１４Ｍ】
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【化１４Ｎ】
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【化１４Ｏ】
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【化１４Ｐ】
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【化１４Ｑ】
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【化１４Ｒ】

【請求項２０】
　ＸがOである、請求項１に記載の化合物。
【請求項２１】
　化合物１～化合物１２および化合物６１～化合物７８からなる群から選択される、請求
項１９に記載の化合物。
【請求項２２】
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　化合物１～化合物１２からなる群から選択される、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２３】
　化合物６１～化合物７８からなる群から選択される、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２４】
　ＸがSである、請求項１に記載の化合物。
【請求項２５】
　化合物１３～化合物２４および化合物７９～化合物９６からなる群から選択される、請
求項１９に記載の化合物。
【請求項２６】
　化合物１３～化合物２４からなる群から選択される、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２７】
　化合物７９～化合物９６からなる群から選択される、請求項１９に記載の化合物。
【請求項２８】
　ＸがCRR′である、請求項１に記載の化合物。
【請求項２９】
　化合物３７～化合物４８および化合物１１５～化合物１３２からなる群から選択される
、請求項１９に記載の化合物。
【請求項３０】
　化合物３７～化合物４８からなる群から選択される、請求項１９に記載の化合物。
【請求項３１】
　化合物１１５～化合物１３２からなる群から選択される、請求項１９に記載の化合物。
【請求項３２】
　ＸがC=Oである、請求項１に記載の化合物。
【請求項３３】
　化合物４９～化合物６０および化合物１３３～化合物１５０からなる群から選択される
、請求項１９に記載の化合物。
【請求項３４】
　化合物４９～化合物６０からなる群から選択される、請求項１９に記載の化合物。
【請求項３５】
　化合物１３３～化合物１５０からなる群から選択される、請求項１９に記載の化合物。
【請求項３６】
　アノード；
カソード；
前記アノードとカソードとの間に配置された有機層
を含む有機発光デバイスであって、
前記有機層が、下記構造を有する配位子：
【化１５】

［式中、Ａは、５員環または６員環の芳香族環またはヘテロ芳香族環であり；
ＲＡは、下記構造：
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【化１６】

を有する置換基であり、ＲＡは、前記構造の点線部分で式Iのピリジン環に縮合しており
；
Ｘは、CRR′、C=O、O、S、およびSeからなる群から選択され；
ＲおよびＲ’は、独立に、水素およびアルキルから選択され；
Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、モノ-、ジ-、トリ-、またはテトラ置換基を表すことができ
；かつ、
Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、それぞれ独立に、水素、アルキル、アルコキシ、アミノ、ア
ルケニル、アルキニル、アリールアルキル、アリール、およびヘテロアリールからなる群
から選択される］
であって、４０より大きい原子量を有する金属に配位している配位子を含む化合物を含む
、有機発光デバイス。
【請求項３７】
　前記配位子が、下記構造：
【化１７】

を有する、請求項３６に記載のデバイス。
【請求項３８】
　前記配位子が、下記構造：

【化１８】

を有する、請求項３６に記載のデバイス。
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【請求項３９】
　前記配位子が、下記構造：
【化１９】

を有する、請求項３６に記載のデバイス。
【請求項４０】
　前記配位子が、下記構造：

【化２０】

を有する、請求項３６に記載のデバイス。
【請求項４１】
　前記配位子が、下記構造：
【化２１】

を有する、請求項３６に記載のデバイス。
【請求項４２】
　前記配位子が、下記構造：
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【化２２】

を有する、請求項３６に記載のデバイス。
【請求項４３】
　前記化合物が、以下からなる群から選択される、請求項３６に記載のデバイス。
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【化２３Ａ】
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【化２３Ｂ】
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【化２３Ｃ】



(36) JP 2012-522844 A5 2014.10.30

【化２３Ｄ】
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【化２３Ｅ】
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【化２３Ｆ】
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【化２３Ｇ】
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【化２３Ｈ】
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【化２３Ｉ】



(42) JP 2012-522844 A5 2014.10.30

【化２３Ｊ】
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【化２３Ｋ】
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【化２３Ｌ】
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【化２３Ｍ】
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【化２３Ｎ】
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【化２３Ｏ】
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【化２３Ｐ】
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【化２３Ｑ】
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【化２３Ｒ】

【請求項４４】
　前記有機層が発光層であり、前記化合物が発光ドーパントである、請求項３６に記載の
デバイス。
【請求項４５】
　前記有機層がホストをさらに含む、請求項３６に記載のデバイス。
【請求項４６】
　前記ホストが、下記式：
【化２４】

［式中、Ｒ１’、Ｒ２’、Ｒ３’、Ｒ４’、Ｒ５’、およびＲ６’は、モノ-、ジ-、トリ
-、またはテトラ置換基を表すことができ；かつ、
Ｒ１’、Ｒ２’、Ｒ３’、Ｒ４’、Ｒ５’、およびＲ６’は、それぞれ独立に、水素、ア
ルキル、およびアリールからなる群から選択される］
を有する、請求項４５に記載のデバイス。
【請求項４７】
　デバイスを含む製品であって、
前記デバイスが、
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アノード；
カソード；
前記アノードとカソードとの間に配置された有機層
を含み、
前記有機層が、下記構造を有する配位子：
【化２５】

［式中、Ａは、５員環または６員環の芳香族環またはヘテロ芳香族環であり；
ＲＡは、下記構造：

【化２６】

を有する置換基であり、ＲＡは、前記構造の点線部分で式Iのピリジン環に縮合しており
：
Ｘは、CRR′、C=O、O、S、およびSeからなる群から選択され；
ＲおよびＲ’は、独立に、水素およびアルキルから選択され；
Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、モノ-、ジ-、トリ-、またはテトラ置換基を表すことができ
；
Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、それぞれ独立に、水素、アルキル、アルコキシ、アミノ、ア
ルケニル、アルキニル、アリールアルキル、アリール、およびヘテロアリールからなる群
から選択される］
であって、４０より大きい原子量を有する金属に配位している配位子を含む化合物を含み
、
フラットパネルディスプレイ、コンピュータのモニタ、テレビ、広告板、室内もしくは屋
外の照明および／または信号灯、ヘッドアップディスプレイ、完全に透明なディスプレイ
、フレキシブルディスプレイ、レーザープリンタ、電話機、携帯電話、携帯情報端末（Ｐ
ＤＡ）、ラップトップコンピュータ、デジタルカメラ、カムコーダ、ビューファインダー
、マイクロディスプレイ、乗り物、大面積壁面、映画館またはスタジアムのスクリーン、
ならびに標識から選択される、製品。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１８】
　Ａは、５員環または６員環の芳香族環またはヘテロ芳香族環である。１つの側面では、
好ましくは、Ａはベンゼンである。別の側面では、好ましくは、Ａは、フラン、チオフェ
ン、およびピロールからなる群から選択される。ＲＡは、下記構造：
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【化３】

を有する置換基であり、ＲＡは、式Iのピリジン環に縮合している。この構造式に存在す
る点線は、この置換基が式Iのピリジン環に縮合している位置を示している。Ｘは、CRR′
、C=O、BR、O、S、およびSeからなる群から選択される。ＲおよびＲ’は、独立に、水素
およびアルキルから選択される。Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、モノ-、ジ-、トリ-、また
はテトラ置換基を表すことができ、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、それぞれ独立に、水素、
アルキル、アルコキシ、アミノ、アルケニル、アルキニル、アリールアルキル、アリール
、およびヘテロアリールからなる群から選択される。この配位子は、４０より大きい原子
量を有する金属に配位する。好ましくは、金属は、Ir である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　ＲＡは、下記構造：
【化１５】

を有する置換基であり、ＲＡは、式Iのピリジン環に縮合している。この構造式に存在す
る点線は、この置換基が式Iのピリジン環に接合している位置を示している。Ｘは、CRR′
、C=O、BR、O、S、およびSeからなる群から選択される。ＲおよびＲ’は、独立に、水素
およびアルキルから選択される。Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、モノ-、ジ-、トリ-、また
はテトラ置換基を表すことができ、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、それぞれ独立に、水素、
アルキル、アルコキシ、アミノ、アルケニル、アルキニル、アリールアルキル、アリール
、およびヘテロアリールからなる群から選択される。この配位子は、４０より大きい原子
量を有する金属に配位する。好ましくは、金属は、Ir である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９４】
　ＲＡは、下記構造：
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【化２７】

を有する置換基であり、ＲＡは、式Iのピリジン環に縮合している。Ｘは、CRR′、C=O、B
R、NR、O、S、およびSeからなる群から選択される。ＲおよびＲ’は、独立に、水素およ
びアルキルから選択される。Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、モノ-、ジ-、トリ-、またはテ
トラ置換基を表すことができ、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、それぞれ独立に、水素、アル
キル、アルコキシ、アミノ、アルケニル、アルキニル、アリールキル、アリール、および
ヘテロアリールからなる群から選択される。この配位子は、４０より大きい原子量を有す
る金属に配位する。好ましくは、金属は、Ir である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０１】
　ＲＡは、下記構造：

【化３０】

　を有する置換基であり、ＲＡは、式Iのピリジン環に縮合している。この構造式に存在
する点線は、この置換基が式Iのピリジン環に接合している位置を示している。Ｘは、CRR
′、C=O、BR、NR、O、S、およびSeからなる群から選択される。ＲおよびＲ’は、独立に
、水素およびアルキルから選択される。Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、モノ-、ジ-、トリ-
、またはテトラ置換基を表すことができ、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、それぞれ独立に、
水素、アルキル、アルコキシ、アミノ、アルケニル、アルキニル、アリールアルキル、ア
リール、およびヘテロアリールからなる群から選択される。この配位子は、４０より大き
い原子量を有する金属に配位する。
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